
超音速（マッハ数 M >１）のプラズマ流中に置かれた球を考える。
圧縮性流体である高速プラズマ流が導体球にぶつかって生じる密度変化や速度変化は上流側に音波として伝播し
ようとする。しかし、上流からは超音速のプラズマ流が下流に向けて流れているので、音波は上流に伝わること
ができず衝撃波が形成される

Numerical method
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The conservation-law form of the ideal MHD equationsIntroduction

保存形…ある体積の中に含まれる物理量が、その体積片に流れ込む流束によって
　　　　増減する。
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Results of calculation


